
洗い残しはないかな？
小屋瀬小で手洗い講習

　子どもたちに正しい手洗い習慣を身に付けてもらおうと
７月15日、県食品衛生協会岩手支会葛巻分会（遠藤修世
会長）が、小屋瀬小学校（高橋康子校長、児童21人）で
手洗い講習会を開催しました。
　１年生の児童５人が参加。日本食品衛生協会認定の「手
洗いマイスター」西田広司さん（岩手町）が講師を務め、
洗い残しが確認できるブラックライトを使いながら、正し
い手洗いを指導。西田さんは「食中毒にならないようトイ
レの後は必ず手を洗いましょう」と呼び掛けました。
　児童は、爪や指の間に残った汚れを見つけては手を洗い、
正しい手洗いができたことを確認し合いました。
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手洗いマイスターの西田さん㊤から正しい手洗いの
方法を教わる小屋瀬小の児童たち

人工芝グラウンドで、伸び伸びとサッカーを楽しむ
葛巻保育園と江刈保育園の子どもたち。父母らの応
援と子どもたちの歓声が会場いっぱいに響き渡った

人工芝でサッカー満喫
キッズフェスティバル

　子どもたちにサッカーの楽しさを体験してもらおうと７
月３日、県サッカー協会主催の「キッズサッカーフェスティ
バル」が総合運動公園で開催され、保育園児や小学生など
町内外から約150人が参加しました。
　本町での開催は４回目で、人工芝にリニューアル後は初
めて。子どもたちは、町サッカー協会と葛巻高校サッカー
部のメンバーから丁寧な指導を受けながら、基本練習や試
合に取り組み、思う存分サッカーを満喫しました。
　江刈保育園の山下悠

はる

翔
と

君（６歳）は「人工芝は転んでも
痛くないし、気持ち良かった。サッカーは楽しい。将来は
プロの選手になりたい」と目を輝かせていました。

迫力の演奏で観衆魅了
陸上自衛隊第９音楽隊

　青森市を拠点に、北東北３県で幅広く演奏活動を展開し
ている陸上自衛隊第９音楽隊の演奏会（町主催）が６月
30日、葛巻小体育館で開催されました。
　同音楽隊の隊員29人が「銀河鉄道999」などのアニメ
音楽や「軍艦」など全８曲を迫力満点に演奏。「夢をかな
えてドラえもん」の演奏に合わせて、葛巻小児童が合唱で
共演するなど、会場を埋め尽くした小中学生ら約500人の
来場者は、約１時間の生演奏を堪能しました。
　演奏終了後、江田智哉君（小屋瀬中３年）が「独唱や口
笛を使いながらの演奏はとても素晴らしく、楽しく鑑賞す
ることができました」とお礼の言葉を述べました。

来年３月の完成目指し
葛葉荘新築の安全祈願

　養護老人ホーム「葛葉荘」新築工事の安全祈願祭が７月
27日、田子地区の建築現場で行われ、町や工事関係者ら
約20人が出席。来年３月の完成を目指し、鍬
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などの神事で工事の安全を祈願しました。
　鈴木重男町長は「町の公共施設の多くは老朽化が著しい。
次の時代に向けて、医療、福祉、教育の施設からしっかり
整備していきたい。工事の安全に配慮し、完成まで事故な
く進めてほしい」とあいさつしました。
　新施設は、木造平屋建てで町産木材を多用。バリアフリー
やプライバシーなどの居住性に配慮し、災害時対応の自家
発電設備を導入します。詳しくは本紙９月号で紹介します。

「人権の花」の植栽に取り組んだ葛巻小４年生と人
権擁護委員の皆さん

気軽にご相談ください
消費生活相談員を委嘱

　花を育てることを通して人権を尊ぶ心を養う「人権の花」
運動が７月１日、葛巻小学校（藤村一夫校長、児童110人）
で行われ、同校の４年生の児童が参加しました。
　この運動は、町の人権擁護委員が実施しているもので、
子どもたちが花を育てることを通して命の大切さを身に付
け、優しい思いやりの心と人権を尊ぶ心を育ててくれるこ
とを願い、毎年行われています。
　児童は、人権擁護委員の長岡功さん（田子）、藤岡徹さ
ん（新町）、荒谷光子さん（小田）と一緒に、マリーゴー
ルドやサルビアなど４種類200本の花の苗を丁寧に植え、
最後に水やりをし、大切に育てると誓いました。

思いやりの心育てよう
児童ら人権の花を植栽

　６月27日、町消費生活相談員の委嘱状交付式が町長室
で行われ、出席した９人の相談員が鈴木重男町長から委嘱
状を受け取りました。鈴木町長は「相談員を快諾していた
だき感謝します。年間を通して苦労をおかけするが、町民
の安心確保にご尽力いただきたい」とあいさつしました。
　相談員の任期は来年３月までの１年間。消費生活に関し
て困っていることなど何でも気軽にご相談ください。
■町消費生活相談員（敬称略）　橋場フサ子（小田）、長峯礼
子（五日市）、橘秀子（江刈馬渕）、澤口正子（泉田）、中
崎善吉（橋場）、高見美保子（新町）、村上久男（田子）、
林貞子（小屋瀬）、合原實榮（田部馬渕）

児童生徒の目の前で迫力の演奏を披露した陸上自衛
隊第９音楽隊

相談員一人一人に鈴木町長から委嘱状が手渡された

工事の安全を祈願し、神事で鍬入れを行う鈴木町長


